
光
る
日
本
共
産
党
の
正
論

テ
レ
ビ
東
京
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
番
組
「
テ
レ
東

Ｂ
Ｉ
Ｚ
」
が
３
月
11
日
、
「
北
方
領
土
問
題
と
共
産

党
／
意
外
な
共
産
党
の
『
強
硬
』
姿
勢
の
論
理
と
は
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
、
領
土
問
題
の
経
緯
と
日
本
共
産

党
の
解
決
に
向
け
た
考
え
方
を
紹
介
し
ま
し
た
。

テ
レ
ビ
東
京
の
官
邸
キ
ャ
ッ
プ
の
篠
原
裕
明
氏
は
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
問
題
で
ロ
シ
ア
と
の
領
土
問
題
が
国
民

の
関
心
と
な
っ
て
い
る
と
指
摘
。
国
後
、
択
捉
、
歯

舞
、
色
丹
の
４
島
を
「
北
方
領
土
」
と
呼
び
ロ
シ
ア

に
返
還
を
求
め
て
い
る
日
本
政
府
よ
り
も
「
ロ
シ
ア

に
対
し
強
硬
な
姿
勢
を
示
す
政
党
」
と
し
て
「
少
し

意
外
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
日
本
共
産

党
な
ん
で
す
」
と
紹
介
し
ま
し
た
。
共
産
党
は
「
北

方
４
島
」
に
と
ど
ま
ら
ず
、
千
島
列
島
全
体
の
返
還

を
ロ
シ
ア
に
求
め
る
べ
き
だ
と
い
う
立
場
だ
と
述
べ

ま
し
た
。

第
２
次
大
戦
の
戦
後
処
理
の
不
公
正

を
た
だ
す
こ
と
こ
そ
解
決
策

志
位
和
夫
委
員
長
は
３
月
10
日
の
記
者
会
見
で
「
こ

の
問
題
の
解
決
の
た
め
に
は
第
２
次
世
界
大
戦
の
と

き
の
戦
後
処
理
の
不
公
正
を
た
だ
す
と
い
う
こ
と
が

ど
う
し
て
も
大
切
だ
と
い
う
こ
と
を
一
貫
し
て
主
張

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
第
２
次
世
界
大
戦
と
い
う
の

は
、
領
土
不
拡
大
を
戦
後
処
理
の
大
原
則
に
し
ま
し

た
。
戦
勝
国
も
領
土
を
ひ
ろ
げ
て
は
い
け
な
い
と
い

う
こ
と
を
戦
後
処
理
の
大
原
則
に
し
た
の
で
す
。
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
１
９
４
５
年
に
ヤ
ル
タ
会
談
に
お

い
て
、
当
時
の
（
ソ
連
の
）
ス
タ
ー
リ
ン
が
（
米
国

の
）
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
（
大
統
領
）
（
英
国
の
）
チ
ャ
ー

チ
ル
（
首
相
）
に
対
し
て
千
島
列
島
の
引
き
渡
し
を

求
め
ま
し
た
。
ソ
連
参
戦
と
引
き
換
え
に
チ
ャ
ー
チ

ル
と
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
が
そ
れ
を
認
め
て
し
ま
っ
て
密

約
が
結
ば
れ
、
こ
の
千
島
「
引
き
渡
し
」
の
条
項
に

基
づ
い
て
ス
タ
ー
リ
ン
が
千
島
列
島
全
体
を
占
領
し

た
の
で
す
。
そ
の
不
公
正
が
も
と
に
あ
る
。
そ
れ
が

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
の
中
で
も
引
き
継
が

れ
て
、
ア
メ
リ
カ
も
拘
束
さ
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
そ

の
条
項
の
２
条
Ｃ
項
で
千
島
列
島
の
放
棄
が
書
い
て

あ
り
こ
こ
に
一
番
の
問
題
が
あ
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

平
和
的
領
有
に
も
ど
り
全
千
島
の
返
還
を

戦
後
処
理
自
体
が
不
公
正
だ
っ
た
わ
け
で
す
か
ら
、

ヤ
ル
タ
協
定
や
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
条
約
の
不
公
正

な
項
目
を
清
算
し
て
、
本
来
の
と
こ
ろ
に
戻
す
必
要

が
あ
り
ま
す
。
日
本
が
平
和
的
に
領
有
し
た
の
は
樺

太
千
島
交
換
条
約
に
あ
り
、
樺
太
は
ロ
シ
ア
領
に
。

千
島
は
、
南
千
島
の
国
後
、
択
捉
だ
け
で
は
な
く
ウ

ル
ッ
プ
か
ら
シ
ュ
ム
シ
ュ
ま
で
北
千
島
も
含
め
て
、

全
部
日
本
領
に
す
る
。
こ
れ
が
樺
太
千
島
交
換
条
約

で
す
。
日
本
は
南
北
千
島
の
全
部
に
つ
い
て
領
有
権

を
持
っ
て
い
ま
す
。
全
千
島
列
島
の
返
還
を
堂
々
と

求
め
る
交
渉
を
や
る
べ
き
で
す
。

歯
舞
・色
丹
は
北
海
道

歯
舞
、
色
丹
と
い
う
の
は
、
こ
れ
は
千
島
列
島
に

含
ま
れ
ま
せ
ん
。
北
海
道
の

一
部
で
す
か
ら
。
こ
れ
は
、

す
ぐ
に
返
し
て
も
ら
う
。
こ

れ
は
、
緊
急
に
中
間
的
な
条

約
を
結
ん
で
で
も
返
還
し
て

も
ら
う
。
２
島
で
絶
対
に
終

わ
り
に
せ
ず
中
間
条
約
と
し
、

平
和
条
約
を
結
ん
で
は
い
け

ま
せ
ん
。

力
に
よ
る
領
土
略
奪

清
算
し
全
千
島
返
還
を

政
府
や
右
翼
の
「
国
後
、

択
捉
が
千
島
に
あ
ら
ず
」
で

は
解
決
し
ま
せ
ん
。
吉
田
茂

全
権
代
表
が
実
際
に
、
南
千

島
の
国
後
、
択
捉
と
い
う
こ

と
を
明
示
的
に
認
め
て
い
ま

す
。
ロ
シ
ア
侵
略
戦
争
後
の

清
算
さ
せ
、
全
千
島
返
還
を

求
め
る
べ
き
で
す
。
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テレビ東京ネット番組 特集「北方領土問題と共産党」 約９０万人が視聴

ロシアの戦争による領土拡大許さず今こそ全千島返還を

領土問題での経緯（テレビ東京まとめ）
●1855年 の日魯（にちろ）通好条約で、日本とロシアの国境

線は、択捉島とウルップ島の間に決められ、樺太は日ロ混住

の地とされた。

●1875年 に樺太・千島交換条約を結び、日本は樺太を放棄す

るかわりにロシアから千島列島を譲り受けた。

●1905年 日露戦争の講和条約として結ばれるのがポーツマス

条約の結果。北緯５０度以南の南樺太が日本の領土となった。

●1945年 ヤルタ会談でソ連の日本参戦と引き換えにソ連に千

島列島を「引き渡す」ことを米英が認めた。

●1951年 に、日本は、サンフランシスコ講和条約で台湾・南

樺太などともに千島列島を放棄。日本政府は講和条約を締結

したあとの国会で外務省の条約局長の答弁で、放棄する千島

列島について択捉島国後島も含まれるといった立場を表明し

た。―サンフランシスコ講和条約にはソ連との国交正常化に

は別途平和条約を結ぶ必要があり、国交正常化交渉にはいる

と日本は、放棄する千島列島には国後島・択捉島は含まれな

い。ソ連に対し国後・択捉・歯舞・色丹の４島の返還を求め

るという立場をとる。

●1951年 ―日本は、領土問題は棚上げにして日ソ共同宣言を

結ぶ。ソ連およびロシアとの領土問題は未解決。

日本共産党は

1875年時に戻し

全千島返還を求

めています。



ー
伊
藤
千
代
子
の
生
涯
ー

映
画
「
わ
が
青
春
つ
き
る
と
も
」
を
見
て

伊
藤
千
代
子
は
１
９
０
５
年(

明
治
38)

７
月
21
日
、
諏
訪
の
南
真

志
野
の
農
家
に
生
ま
れ
幼
く
し
て
母
と
死
別
、
祖
父
母
の
援
助
で
諏

訪
高
等
女
学
校(

現
・
諏
訪
二
葉
高
校)

に
学
び
、
高
島
小
学
校
の
代

用
教
員
の
後
、
仙
台
尚
絅
女
学
校
か
ら
東
京
女
子
大
へ
と
進
み
ま
し

た
。
千
代
子
は
常
に
生
活
に
苦
し
む
人
々
に
心
を
よ
せ
、
世
の
中
の

矛
盾
と
不
公
平
さ
を
許
せ
ず
、
学
内
で
「
資
本
論
」
を
学
ぶ
な
ど
、

社
会
科
学
研
究
会
で
中
心
的
に
活
動
し
ま
し
た
。
郷
里
で
は
初
の
普

通
選
挙
を
た
た
か
う
革
新
候
補
の
藤
森
成
吉
を
支
援
、
岡
谷
で
の
歴

史
的
大
争
議
で
あ
っ
た
山
一
林
組
の
製
糸
工
女
ら
を
激
励
し
、
社
会

変
革
の
道
に
進
み
ま
し
た
。

１
９
２
３
年(

昭
和
３)

２
月
、
千
代
子
は
日
本
共
産
党
に
入
党
。

３
月
15
日
の
治
安
維
持
法
に
よ
る
野
蛮
な
弾
圧
で
逮
捕
、
市
ヶ
谷
刑

務
所
に
投
獄
さ
れ
る
。
千
代
子
は
獄
中
で
の
狂
暴
な
拷
問
や
虐
待
に

も
屈
せ
ず
、
同
志
を
励
ま
し
た
た
か
い
続
け
た
が
、
つ
い
に
倒
れ
１

９
２
９
年
９
月
24
日
、
24
歳
の
若
さ
で
短
い
生
涯
を
閉
じ
ま
し
た
。

千
代
子
の
こ
こ
ろ
ざ
し
は
今
も
多
く
の
人
々
に
受
け
継
が
れ
、
生

き
て
い
ま
す
。
（
顕
彰
碑
文
参
照
）
諏
訪
Ｉ
Ｃ
か
ら
中
央
道
沿
い
に

あ
る
伊
藤
千
代
子
の
慰
霊
碑
と
お
墓
を
訪
れ
ま
し
た
。
碑
に
は

「
ま
を
と
め
の
た
だ
素
直
に
て
行
き
に
し
を
／
囚
え
ら
れ
獄
に
死
に

き
五
年
が
ほ
ど
に
／
こ
こ
ろ
ざ
し
つ
つ
た
ふ
れ
し
少
女
よ
新
し
き
光

の
中
に
お
き
て
思
は
む
／
高
き
世
を
た
だ
め
ざ
す
を
と
め
ら
こ
こ
に

見
れ
ば
伊
藤
千
代
子
が
こ
と
ぞ
か
な
し
き(

１
９
３
５
年
恩
師
の
歌

人
土
屋
文
明
が
詠
ん
だ
歌
よ
り)

」
と
刻
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
主
権

在
民
、
男
女
平
等
、
自
由
と
民
主
主
義
を
め

ざ
し
命
が
け
で
戦
っ
た
伊
藤
千
代
子
さ
ん
た

ち
の
お
か
げ
で
、
私
も
、
碧
南
市
の
市
会
議

員
と
し
て
直
接
政
治
に
住
民
の
声
を
届
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
政
治
に
女
性
が
参
加
す

る
の
が
当
た
り
前
の
社
会
へ
前
進
し
ま
し
た
。

一
歩
一
歩
が
未
来
を
切
り
開
く
力
に
な
り
ま

す
。
映
画
は
５
月
１
日
刈
谷
市
で
２
０
０
名

満
員
。
大
切
な
１
票
で
、
平
和
と
自
由
を
守

り
社
会
を
前
に
向
け
て
い
か
な
け
れ
ば
と
参

院
選
へ
の
決
意
を
胸
に
。
《
山
口
は
る
み
記
》
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戦
争
法
廃
止
改
憲
許
す
な

へ
き
な
ん

19
行
動

５
月
19
日
（
木
曜
日
）

午
前
11
時
～
12
時

ピ
ア
ゴ
碧
南
東
店

東
浦
町
6
ー
17
（
日
進
小
学
校
南
）

戦争か平和かが問われています
日本共産党の参議院選挙躍進を

参議院 愛知選挙区 比例代表 参議院議員

すやま初美 たけだ良介

シリーズ２ あなたの「？」におこたえします

地域公共交通活性化協議会４月18日開催
1時間1本、低床バスなど公募委員から
市は今年と来年の2年で交通弱者の対策を計画にまと

めます。4月18日に第一回が開催。

18名の委員のうち6名が欠席。欠席者2人を副会長と監

事にしました。代理出席3名です。今年は４回開催しま

す。６月にはコンサルを選定。市民や利用者の声を生

かし実効性あるものにしていただきたいものです。

委員

①副市長 金沢宏治（会長）②四日市大学学長 岩崎

恭典（副会長）欠席③市身体障がい者福祉協会会長

鈴木たか子（監事）欠席④名古屋鉄道㈱花村元気⑤愛

知タクシー協会刈谷碧南支部長 潮田憲 欠席⑥（公

社）愛知県バス協会専務理事 小林裕之⑦レスクル美

浜営業所課長（くるくるバス）天野啓一⑧名鉄バス㈱

運行部運行課長（ふれんどバス）大野淳 欠席⑨愛知

県交通運輸産業労働組合協議会幹事 壁谷政志⑩市民

生児童委員代表 小田直樹⑪市老人クラブ会長 三島

博⑫市商工会副回答長田和徳⑬中部運輸局 山内三奈

⑭警察署大脇猛欠席⑮県知立維持課長林孝臣⑯県交通

対策課長大林益英欠席⑰市建設部長中村正典⑱市民公

募 鳥居多寿子 （敬称略）

長野県諏訪市にある顕彰碑と墓


